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ヤマハ労連は、2020年9月18日（金）にホテルクラウンパレ
ス浜松において、第50回定期大会を開催しました。今大会は、遠
方労組の代議員にはWebでご参加いただき、会場においてもソ
ーシャルディスタンスを確保したレイアウトとするなど、新型コ
ロナウイルス感染防止に配慮した形での開催となりました。
大会の中では、第30期前半期の活動経過報告や会計・監査報告、
第30期後半期の予算などが審議され、それぞれ提案の通り承認・
可決されました。また、来たる令和3年の磐田市議会議員選挙に
おいて、引き続き組織内候補者を擁立することを確認しました。

■大会の様子

第2号議案提案
永井中執

活動経過報告
太田事務局長

総合生活改善総括・
労働諸条件改善方針報告

鈴木事務局次長

会計報告・予算提案
石塚事務局次長

会計監査報告
鈴木会計監査

■議長団と各種委員

■来賓の方々

※来賓祝辞・組織内議員活動報告は、メッセージ動画でいただきました。

■組織内議員活動報告

高倉明自動車総連会長 礒崎哲史参議院議員 浜口誠参議院議員 松野正比呂組織内議員

司会の成瀬中執 加藤資格審査委員長 大谷議事運営委員長書記の望月・伊藤両代議員
（写真左）（写真右）

松本副議長と嶋中議長
（写真左）（写真右）

＜報告承認＞
１.	第30期(前半期)活動経過報告…………承認
２.	第30期(前半期)会計報告………………承認
３.	第30期(前半期)会計監査報告…………承認

＜議 事＞
第１号議案　第30期(後半期)予算(案)		……可決
第２号議案　令和3年	磐田市議会議員選挙
　　ヤマハ労連組織内候補者推薦の件…承認

大 会 審 議 結 果

50 第30期後半期がスタートしました第30期後半期がスタートしました
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自動車総連　第 49 回大会が開催されました

久保会長あいさつ（要旨） 質 疑 応 答

2020年労働諸条件改善の取り組みにおける基本態度には、新型コロナウイルスの感染拡大により、『本年は今
まで以上に働く者の安心・安定を守ることに焦点を当てた取り組みが求められる。大きな変化がある中、新しい
働き方について職場全体の状況や組合員の受け止めを十分に把握したうえで取り組みを進める。』と記されてい
ます。Withコロナの働き方は、長期戦でもあり、働く組合員へのケアが必要になってくると予想されます。
今まで以上に働く者の安心・安定を守ることに焦点を当てた具体的な取り組みについて、執行部の考えをお聞
きしたい。

収入の部における交付金の科目については、自動車総連に派遣している専従役員に対する自動車総連からの交
付金と摘要に記載があります。
この科目が前期比80.8%と減額となっている理由をお聞きしたい。

ヤマハ発動機労組 平野代議員

ヤマハ発動機労組 入佐代議員

はじめに
今回はコロナ禍での初めての大会であり、リモートでご参加の皆

さんも多数いらっしゃいます。やはり顔が見えないというのは寂し
いものですが、こういった環境にも慣れていかねばなりません。

災害へのお見舞い・備えについて
今年も自然災害が多数発生しています。台風10号やその前の熊
本豪雨が記憶に新しいところです。熊本豪雨では球磨川上流域を中
心に大変な被害をもたらし、グループ会社の組合員にも被災された
方がいらっしゃいました。被害にあわれた方にはお見舞いを申し上
げるとともに、生活再建に向け一刻も早い復旧がなされることを
願っております。また、不幸にして亡くなられた方には、謹んでご
冥福をお祈りいたします。コロナ禍で県外からの支援も難しく歯が
ゆい思いですが、こういう時こそ地域の中での連携を図り、助け
合っていただきたいと思います。
そしてもう一つ大事なことは、各自が日頃からしっかりと災害に
対する準備をしておくことです。①備蓄品はあるか、②避難ルート
は確認しているか、③人・家・車など保障にはしっかり入っているか、
④逆に多く入りすぎていないかなど、是非点検をお願いします。私
が毎年言い続けている言葉『備えよ常に』は、ボーイスカウトの言葉
ですが、是非この心がけを忘れないでいただきたいと思います。

第30期（前半期）活動の振り返り
●働き方：今年に入ってからは、コロナ禍での混乱が続いています。
市場経済の落ち込みからグループ全体で売れ行きが低迷し、休業を
余儀なくされた会社もあれば、リベンジ需要による急激な生産要求
への対応に苦慮している会社もあるなど、いずれも厳しい状況が続
いています。一方、コロナ禍で生活スタイルは密を避けることが基
本となり、それに伴い働き方も大きく変わりました。在宅勤務や時
差出勤を取り入れた会社もあり、変化への対応に今なお苦労してい
る状況です。労連としても、働き方の変化による職場の状況や課題
など、今後もしっかり注視していきたいと思います。
●総合生活改善（春の取り組み）：下期一時金については、8組合で
付帯事項付きとなっていましたが、再交渉となった組合はありませ
んでした。この状況下での「社員の下期の頑張りに期待する」とい

う経営側のメッセージを受け止め、私たち組合も期待に応える努力
をしていかなければなりません。会社という組織を、経営側と労働
者側の両輪が調和し、発展させていくという原点に立ち返り、頑
張っていきましょう。
●選挙：政治も私たちの生活を良くしていくための重要な要因です。
私達が政治に無関心でいると、一部の人の都合のいいようにルール
が決められかねません。そのようなことを防ぐためにも、私たちと
同じ目線・気持ち・立場で、代弁してくれる人に投票し、国会へ送
り込むことが重要です。来たる参議院選挙、衆議院選挙の時こそ私
たちの出番です。権利を放棄するのではなく、意思を込めて投票に
行っていただくようお願いします。
特に、「松野正比呂」組織内議員においては、来年4月に磐田市議
選が控えています。労連内各組合において、全力でご支援、ご協力
いただけますようお願いします。

最後に
世の中は、web・リモート化が進んでいます。合理的に効率良く
働くには、まさに活用すべきツールと言えるでしょう。その一方
で、組織でのコミュニケーションの難しさが、浮かび上がってきて
いるようです。例えば、リモート会議の予定に雑談の時間をあえて
設定してみる、逆に出勤日を週２～ 3回と定めてみるなど、まさに
試行錯誤が続いている状態です。私が申し上げたいのは、一気に押
し寄せてきているこの変化の中で「新しいスタイルが良い」とか、
「今までのスタイルが良い」とかいう事ではなく、ニュートラルに
この変化を受け止め、変えるべきものは変え、残すべきものは残す、
双方の良い面を受け入れて更に進化させていこう、ということで
す。世代・組織・役職など立場は違いますが、お互いにしっかり会
話し、理解し合うことが大切です。簡単そうで意外とできていない
ことなので、皆さんも会話を重ねて理解し合う努力をしてくださ
い。そしてこの変化を取り込んで順応していく、そういう「〝しなや
かさ″をもった人」になって欲しいと思います。
リモート時代に取り残され、できてしまうギャップは、今後の社
会において大きな世代間の断絶を生みかねません。今までぼんやり
としか定義づけられていなかったコミュニケーションに関わるも
のの価値が、今後の世の中では際立ってくるのではないかと思いま
す。その役割をもつ組合という組織は、会社の中でますますその重
要性が増すのかもしれません。特に皆さんには、職場のコミュニ
ケーションの良き担い手となって存分に役割を果たし、自分の会社
をますます働きやすく、生き生きとした仲間と切磋琢磨できる場所
としていただきたいと思います。ともに頑張りましょう。

2020年9月3日に、自動車総連の第49回大
会が開催されました。今回は自動車総連本部と
労連ごとの会場に分かれて、リモートでの開催
となりました。
この1年間の活動経過報告や決算報告のほ
か、2つの特別報告や次期予算など、多岐にわ
たる議案を審議し、すべて提案の通り承認・可
決されました。

全国各地より第50回定期
大会にご参集いただき、
また、ヤマハ労連の1年間
の活動に多大なるご協力を
いただき、ありがとうござ
います。

質問 With コロナの働き方に対する労連の取り組みについて

質問 第30期（後半期）の予算（案）について

新型コロナウイルスによって世の中の環境や皆さんの働き方が急変する中、ご質問いただいた通り、組合員の働き
方に対するケアが必要であると考えています。ただし、Withコロナにおける新しい働き方については、現状日本中の
各企業が手探りの状態にあります。
今後、組合員の安心・安定に向けては、各組合において職場の状況や組合員の声を把握した上で生じた課題や、
他社の好事例などを労連内で共有・議論し、各組合の新しい働き方に向けた取り組みを労連としてフォロー・サポート
していきたいと考えています。
会社・職場によって環境や状況が違いますので、皆さんも職場の状況や組合員の声を把握し、打ち上げていただくようご協力をお願いします。

ヤマハ労連では、2019年9月までは、自動車総連だけでなく、連合静岡にも専従役員を派遣し、連合静岡からも交
付金を受け取っていました。
ヤマハ労連の会計年度は、８月から翌年７月末となっておりますので、前期（2019年8月～ 2020年7月）の予算
につきましては、連合静岡からの交付金２か月分が含まれているため、今期予算案より高い数字となっています。

鈴木事務局次長

石塚事務局次長

執行部答弁 労連内外の情報を共有し、各組合の取り組みをサポートしていく

執行部答弁 上部団体への専従役員派遣人数の変化が要因

自動車総連 積立年金自動車総連 積立年金月々1口1,000円から

積立!

・	記載の給付額は、各引受生命保険会社の予定利率を引受割合に基づき加重
平均した率年1.25%にて計算していますが、実際にお支払する金額は変
動することがあり、将来のお支払額をお約束するものではありません。

・	予定利率は変更される場合があります。また、配当金は保障されていま
せん。

・	掛金から事務費等がひかれるため、短期間だと元本割れします。

加入期間 払込掛金合計額 積立金額 増加分
10年 160万円 約166.1万円 約6.1万円
20年 320万円 約352.4万円 約32.4万円
30年 480万円 約561.1万円 約81.1万円

【参考】
2016年 2017年 2018年 2019年

配当率の実績 0.21% 0.12% 0.12% 0.20%

利率+配当率 1.46% 1.37% 1.37% 1.45%

30年間で積立金が
約81.1万円も増加します!

加 入 例：月　　払	 5,000円
　　　		　ボーナス	50,000円

スマホ等でアク
セスください。
説明動画が視聴
できます。

年1.251.25%%

予定利率は

1.25%
+配当金

申込書のご請求・お問い合わせは所属組合窓口またはヤマハ労連事務局まで
【ヤマハ労連事務局】　外線：0538-34-1218　内線：712-42065　mail：ishizukari@yamaha-motor.co.jp

新規加入お申込み受付中 2020年10月20日までのお申込 ⇒ 2021年2月1日加入
2020年10月21日以降のお申込 ⇒ 2021年8月1日加入


